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研究成果の概要 

 

 本研究では、広範囲の物性変化を示す中心体の形成機構をモデルとし、細胞内における相転

移を駆動する制御機構を解明することを目的としている。そこで、細胞内構造体の構造、物性、配

向性や流動性などを細胞内外で計測し、体系的に相転移プロセスを解析する次世代型の革新的

計測手法の確立を試みている。 

 今年度は、細胞内相分離・相転移を計測するための蛍光プローブの開発を行い、溶液中の粘

性変化を蛍光寿命の変化として検出可能なプローブを複数創出した。さらに、最適化した蛍光プ

ローブを用いて、中心体や分裂期紡錘体の形成に関与する細胞内構造体の粘性測定を行ったと

ころ、構造体の形状を反映した粘性の変化が観察された。現在、各構成因子からなる複合体の物

性が、中心体や紡錘体の形成過程や機能発現にどのように寄与するかを解析中である。また、物

性変化の起因となる構成因子の分子内・間相互作用や構造変化を捉えるために、高分子量のタン

パク質を解析可能な NMR測定を適用した。実際に、細胞内で固相の構造体を形成するタンパク

質の NMR解析結果から、コイルドコイル構造が物性の制御に重要であることを明らかにした。今後

は、構造変化が及ぼす物性変化の詳細な制御機構を解析する予定である。 

 細胞質中に存在する中心体は、常に動いている為、そこに局在する分子の挙動を正確に捉え

るのは、非常に困難である。我々は、ヒト培養細胞から核と中心体の複合体を精製し、ガラス面上

に固定した条件で、細胞抽出液や精製タンパク質を加える再構成系を確立した。この実験系を利

用することにより、中心体の位置が固定され、それを指標として中心体複製初期における制御因子

の詳細な動態を超解像ライブイメージングで捉えることに初めて成功した。現在、分子動態の継時

的な観察と定量化をすることにより、物性変化の観点を取り入れて中心体複製の理論化を進めて

いる。 
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